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井林たつのり ▼ 検 索

井林たつのり
地元での活動 先人の御労苦に敬意、高齢社会へ決意！

各地区敬老会に参加

FAX ０５４－６３９－５８０２
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応援してください！～自民党入党のお願い～

発行所；自由民主党本部

東京都千代田区永田町1-11-23
電話：東京03 (3581) 6211 （代）

自由民主党
静岡県第二選挙区支部
〒426-0037
藤枝市青木3-13-8
TEL 054-639-5801
FAX 054-639-5802
Mail  office@t-ibayashi.com
井林たつのり国会事務所
〒100-8981
東京都千代田区永田町2-2-1
衆議院第一議員会館919号室
TEL 03-3508-7127
FAX 03-3508-3427
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たつのり

生年月日　昭和５１年７月１８日（３７才）
住　　所　藤枝市本町
本　　籍　榛原郡川根本町（お茶農家）
【経歴】
京都大学工学部、大学院工学研究科卒業
平成１４年より国土交通省勤務
平成２２年６月衆議院選挙挑戦のため退官
平成２４年１２月当選（一期目）
【家族】妻・長女・次女　【趣味】　野球、水泳
【好物】焼魚、白米、お茶

衆議院議員 井林たつのり

　９月の第三月曜日、今年は９月１６日を中心に、各地区で敬老会
が開催されました。戦後の復興、経済成長を支えてこられた先人
の御労苦に敬意を表するとともに、高齢社会の社会保障をお支え
し、多くの皆様に安心して人生を過ごして頂く決意を新たにさせて
頂きました。なお、わが国日本の高齢化率24.1%（3079万人）、静
岡県は23.8%（91万人）、県内最高は川根本町の42%。高齢者の
多い自治体は浜松市の18.5万人。

井林は、 自民党の議員として活動しています。党員獲得（年会
費四千円） も大きな仕事の一つです。 「自民党は ・ ・ ・ 」 でも、
お願いです。井林をご支援下さい、お願いします。自民党への入党
をお願いします！下記 FAX 頂くか、 電話（054-639-5801）又は
メール （office@t-ibayashi.com） でお伝えください。皆様のご支援
お願い申し上げます。

今からが正念場！安倍総理と誓いました。



アベノミクスって
～デフレを脱却。経済成長実現へ！～

◆空前の経済政策アベノミクス

井林
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◆空前の経済政策アベノミクス

「キセキ～４００万円からの選挙戦～」出版のご案内

　皆さんのご支援で、初当選から一年が経とうとしていま
す。自分では、懸命に努力し、初心忘れるべからずの想
いです。しかし、人の記憶は風化し、想いは劣化してしま
います。想いを刻込む思いを込め、これまでの歩みを感
謝をこめて、本にまとめました。１１月２５日に「キセキ～
４００万円からの選挙戦～」（ISBN978-4-16-008789-7）とし
て出版いたします。お近くの書店でお求めいただけます。
井林たつのり事務所までご連絡いただいても対応させて
頂きます。是非ともご一読頂けますようお願い申し上げ
ます。

　日本経済を長期のデフレから脱却させる
ため、アベノミクスと呼ばれる経済政策
パッケージを打ち出した！「大胆な金融緩
和」「機動的な財政出動」「民間投資を刺激
する成長戦略」を構成要素としている。
大胆な金融緩和は２０１３年～２０１４年で、
①日本に流通するお金を二倍。
②国債や債権等のリスク資産保有を二倍。
の「量的・質的緩和の導入」を実施。
機動的な財政出動として
①１０兆円を超える補正予算
②企業向け３３００億の減税
という、大胆な予算を編成し実行へ！　
成長戦略では、供給過剰を是正し、規制
緩和を通じて新たな需要を創造するため
①産業の新陳代謝促進　②規制改革
③ベンチャー参入加速　  ④人材活用
⑤科学技術振興　等
を柱とした政策を推し進める。

　すでに見られる効果としては
①１ドル７０円台の歴史的円高の修正で
９７円から１００円の水準に安定。
②９０００円を切る株価が１４０００円前後。

③円安により、今年４～６月は、輸出が対
前年３％増。増加は２四半期連続。
④株高などで、今年４～６月の個人消費は
３四半期増の０．７％増。
⑤景気が良いと答えた企業が、悪いと答え
た企業よりも製造業で１２％、非製造業は
１４％多い。企業マインドが好転。

　２％インフレの「物価安定目標」を二年で
実現を目標に金融緩和を実施。
　日本再興戦略では以下が目標
①ＧＤＰ成長率、名目３％、実質２％
②労働生産性を２％以上へ！
③一人当たり国民総所得を３％成長へ。
１０年後に１５０万以上増加させる。
デフレ脱却！経済成長実現！


